
・路上駐⾞等の交通課題の抽出
・その他道路利⽤者との密集箇所の課題抽出

・自動運転困難な区間と原因の抽出
・運転における自動と手動の感覚の違いを確認
・GNSS受信精度低下箇所の抽出

■対策の取り組み
・運⾏中、乗務員はマスク着⽤を徹底
・エアコンによる外気導⼊や窓開け等の⾞内換気
の実施

・参加者は間隔をあけて着席
・手すり等、乗客が触れる箇所を運⾏ごとに消毒
・乗⾞前に手指消毒を実施
■参加者に対する協⼒のお願い
・マスク着⽤等の咳エチケット
・⾞内での会話を控える
・乗⾞時の手指消毒
■公益社団法人日本バス協会作成の「バスにおける新型コロナウイルス感染予防対策
ガイドライン」を踏まえた基準に基づき運⾏を実施。

調査概要

■運⾏便数︓５便／日
■乗⾞定員︓５人／便
■募集定員︓１００人
■対 象 者︓市内在住で乗⾞前後のアンケートに回答

できる人
■参 加 費︓無料
■運⾏イメージ

・参加者募集時に乗降場所と日にち、時間（午前もしくは午後）を確認し、希望が重複
した場合は抽選により決定。

・運⾏中は説明者を１人配置し、参加者対応にあたる。
・1回の応募人数は2人まで．申し込み多数の場合は、抽選。10月1日（木）から10月26日
（月）必着。はがき、ＦＡＸ、E-mailで。

２ 参加者募集概要

３ 新型コロナウイルス感染症対策
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① 10︓00 〜 10︓20
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⑤ 15︓00 〜 15︓20
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１ 検証項目と検証方法

４ その他

■自動運転に関する追加実験（群馬大学×住友ゴム）
自動運転時に発生するタイヤのトラブルに関するデモ実験をトランジットモール規制空間内で実施。

①日野ポンチョが自動運転で⾛⾏ ②停⽌させて減圧させる。（模擬的なパンク）③異常を遠隔で検知し、タイヤ整備店へ連絡。
④最寄りのタイヤ整備店※から速やかにサービスカーが出動。⑤タイヤ交換作業を⾏う。
※ 今回は将来を⾒据えたデモのため、付近のスペースにてスタンバイ

今年度の検証結果を踏まえ、新たな課題を抽出するとともに、来年度の
実施方法、検証事項を検討し、実装に向けた取り組みを進める。

資料３

・自動運転技術に対する信頼性の確認
・周辺⾞両への影響
・自動運転への期待

検証方法検証項目

参加者アンケート
・体験乗⾞した市⺠にアン
ケート調査を実施する。

⾞両提供者聞き取り
・GNSSの感度不良や交
通課題等、調整期間中
の現地確認で判明した
自動運転実施のための
課題について聞き取り
調査を実施。

運転手アンケート
・運転手に対し実験後にア
ンケートを実施。

道路利⽤者アンケート
・自動運転⾞両の周辺を
⾛る道路利⽤者にアン
ケートを実施。

⾛⾏記録
・⾞内からの映像を記録
し、周辺⾛⾏⾞両の挙
動を記録する。

運転記録
・運⾏ごとに手動運転した
区間と要因を記録。

地域特性・周辺環境における課題検証

技術的課題の検証

社会受容性の検証


